
３ 優秀経営農林水産業者 

部門 氏名・住所 受 賞 理 由 

 

園芸 

 

財賀
さ い が

 靖洋
やすひろ

 

 

琴浦町 

①梨生産において、ハウス栽培から露地栽培まで、また品種構成も

作業効率がよく、かつ収益性の高い品種を組み合わせて栽培して

いる。 

②ブロッコリー生産においては、地域の遊休農地を借り受けること

でその解消に貢献しながら、試験品種にも積極的にチャレンジす

るなど、経営改善の意識が高く、経営の安定と規模拡大を両立さ

せている。 

③現在はＪＡ鳥取中央琴浦梨生産部副部長、同果樹同志会会長を務

め、地域のリーダーとして産地を牽引している。青年部時代から

生産部役員として地域の農業振興に活躍してきたことに加え、継

続して増収増益を達成してきた経営手腕は高く評価されている。 

 

農産 

・ 

園芸 

 

農事組合法人 

大山
だいせん

カラス天狗
て ん ぐ

 

 

代表理事 

矢田
や だ

 考志
た か し

 

 

大山町 

①施肥や除草、水管理といった基本技術を励行しており、標高 

２００ｍの中山間地の大規模経営体としては比較的高い収量を継

続して上げている。 

②平成２６年の設立以降、農地中間管理事業を活用してまとまった

農地の確保を進め、順調に規模拡大を図るとともに、地域の特性

を生かした良食味の米を独自ブランド「坊領米
ぼうりょうまい

」として生産して

おり、地元の他、岡山の精米業者を経由してスーパーに有利販売

するなど、地域の農地維持や荒廃農地の発生防止に貢献している。 

③地域の女性や青年の雇用を積極的に行うことで、女性活躍の場の

創出と地域の人材育成に貢献している。また、令和３年度から代

表理事が４０代に若返るなど、今後の法人経営の発展が期待され

る。 

 

畜産 

 

谷永
たになが

 英樹
ひ で き

 

 

大山町 

 

２ 農林水産大臣賞に記載 

  



部門 氏名・住所 受 賞 理 由 

 

園芸 

・ 

農産 

 

中谷
なかたに

 寛
ひろ

明
あき

 

 

鳥取市 

 

①二十世紀梨の栽培技術は高く、慣行の栽培方法に捉われることな

く新たな手法を取り入れるなど、経営改善に意欲がある。 

②自身の梨収量・品質は生産部内でも高く、果実部指導員、指導部

長として果実部員の技術向上、収量確保、品質向上に大きく貢献

するとともに、選果場運営と販売まで携わり、産地の維持に尽力。 

③県の二十世紀梨作況調査園として、現在まで２５年以上継続して

調査を行うことにより、梨栽培の技術向上に大きく貢献。 

④近年は佐治町内の圃場に入植した新規就農者への栽培技術指導や

定着を支援する活動にも積極的に携わるなど、人材育成の点から

も地域のリーダーとして活躍している。 

 

水産 

 

紅盛
べにもり

 久雄
ひ さ お

 

 

湯梨浜町 

①５０年という長期間漁業に携わっており、現在でも新たな漁場の

探索や漁具の製作を行うなど、高い向上心を持ち続けている。 

②水産資源量が年々減少する中、燃油対策事業の活用や他船の操業

状況の確認を行うなど、効率的な漁業経営に注力。 

③主力である刺網操業については、資源状況や風速、潮の流れなど

様々な情報を考慮し、網入れのタイミングを見極めるなど、その

判断力、技術は他の漁業者からも一目置かれている。 

 

園芸 

 

 

村岡
むらおか

 高志
た か し

 

 

北栄町 

①早くから園芸における施設の重要性を認識し、自家農園にハウス

を積極的に取り入れており、令和２年には鳥取型低コストハウス

を導入した。 

②卓越した栽培技術と品質向上に向けた熱意により、平成２２年か

ら令和元年まで大栄西瓜組合協議会検査員、現在は検査部長に就

任し、スイカの品質向上に尽力。また、同じく平成２２年から現

在まで、オリジナル野菜友の会（中玉トマト）の役員も務めてお

り（現在は会長）、その姿勢は他の模範となっている。 

 

農産 

・ 

園芸 

 

農事組合法人 

八頭
や ず

船岡
ふなおか

農 場
のうじょう

 

 

代表理事 

鎌谷
かまたに

 一也
か ず や

 

 

八頭町 

①広域集落営農組織として、旧船岡町内の約７５％の農家が参入し

ており、集積率も７５％以上と高い数字となっている。 

②若手を含めて１５人を雇用しており、法人の担い手を確保すると

ともに、女性にも責任ある立場の業務を任せている。 

③水稲を中心とし、転作作物として飼料用米、白ネギ、キャベツ等

の生産、近年は和牛繁殖に取り組むなど、幅広く地域の農業を担

っている。 

④耕作放棄地ゼロを目指し、最近では他地域（郡家地域・八東地域）

でも集積に乗り出すとともに、地域の新規就農者に耕作条件の良

い圃場の提供を行うなど地域農業の発展に寄与している。 

 


